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① 調査研究名
空き店舗における持続可能なサー

ビス実現に向けたイノベーション創
出の実証的研究

② 調査研究内容

本研究では、商店街を活性化させ
る手段として、「みんなの図書館さん
かく」（静岡県）をはじめとしたまちラ
イブラリーによる空き店舗活用事例
を研究対象として調査した。

（１）第一フェーズ・・・「商店街」視察・見学
（２）第二フェーズ・・・「まちライブラリー」視察・見学
（３）第三フェーズ・・・「講演会」←「商店街」と「まちライブラリー」を

つなぐきっかけ



都道府県名
人口

（2023年度）
店舗数

（2020年度）
店舗数

（2022年度）
1万人当たりの

店舗数
1万人当たりの

坪数

① 富山県 1,008,804 105 100 0.99 ② 107.7 ②

② 石川県 1,100,686 130 111 1.01 ① 88.9 ④

③ 福井県 744,065 69 62 0.83 72.0

④ 新潟県 2,145,151 207 193 0.90 102.0 ③

➄ 山形県 1,034,444 90 85 0.82 70.4

⑥ 宮崎県 1,060,679 58 54 0.51 56.4

⑦ 東京都 13,260,553 1,000 883 0.67 54.0

⑧ 神奈川県 8,972,702 484 458 0.51 41.6

➈ 香川県 942,034 98 90 0.96 ④ 128.2 ①

➉ 長崎県 1,295,076 68 63 0.49 41.3

日販「出版物販売額の実態2023」



橘川幸夫「イコール宣言」『イコール02号』（2024）

出版業界が大きく変化してきていること
を橘川幸夫氏は次のように指摘している

。
既存の書店が次々と廃業しています。それは、人々の

「本離れ」ではなく、戦後社会が生んだ、大量生産・大量
流通の構造が終わりに近づいているのだと思います。
実際に、古い書店は閉店していきますが、さまざまな場
所で、シェア図書館やシェア書店、マンガ喫茶やブック
カフェが増殖しています。・・・大量生産・大量販売の紙
コンテンツは、ネットや電子書籍が吸収し、ネットや電子
書籍では伝えきれないものが、小さな本のある空間で、
人々とつながりはじめたのではないでしょうか。



小矢部市内には新刊書店や市民図書館もある中で、
まちライブラリーの果たす役割は、

個別最適なサービスにあるのではないだろうか。

2004年度の富山県内においては、文苑
堂野村店・魚津サンプラザ店が閉店する
一方で、書店併設型店舗であるローソン
立山町役場店が新規オープンしている。
文苑堂書店は新たに「ガチャブック」に取
り組み、本の魅力を発信している。



（１） 第一フェーズ

商店街関係者を通じて、小矢部市
民の「本」への要望を聞き取り、商
店街利用に結びつける場所を下
記の２か所選定することができた。

① 小矢部市商工会

小矢部市商工会が管理している
コミュニティビル・地域交流拠点
「める・びる」の２階にシェア本棚
（一箱本棚）を設置することができ
る

②
NPO法人石動
まっちゃプロジェ
クト

NPO法人石動まっちゃプロジェクト
が管理している空き店舗を賃借す
ることができる
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（２） 第二フェーズ

「まちライブラリー」を視察・見学し、空
き店舗の使い方、図書館のつくり方な
どについて関係者（「みんとしょ」運営者
やアンバサダーなど）へのインタビュー
に取り組んだ。

①
2024年9月19日（木）
ブックハウスカフェ（東
京都）

講演会：本の街神保町で、日本と世界
の『本のある場』を考える
講演者：礒井純充氏

（まちライブラリー提唱者）

②
2024年11月24日（日）
みんなのヨリミチ図書
館（新潟県）

講演会：本でまちに開く場をつくろう！
講演者：礒井純充氏

土肥潤也氏
（みんなの図書館さんかく館長）
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②新潟市（2024年11月24日撮影）



（３） 第三フェーズ

2025年３月８日(土)、小矢部市民
図書館にて、講演会を開催した。
「本のある場の力を知る」と題して、
講師には、まちライブラリーの提
唱者である礒井純充氏を招へいし
た。地域住民へのチラシ、市広報
誌、ＳＮＳによるＰＲを行ったところ、
30名以上の参加者があった。
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参加者の年齢層は20代・60代が多く、各
年代が見られる。

住んでいる地域は小矢部市が27％、呉
西圏域が58％であった。
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（判明した地域課題や状況）
参加者アンケート（Ｎ＝30、ｎ＝26）による
と、小矢部市における潜在ニーズを以下
の通り把握した。

①参加者の「本」へ
の要望

まちライブラリーを
「とても利用したい」
という回答が７割以
上になった。
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（判明した地域課題や状況）

一箱本棚を利用する
だけでなく、有料のオー
ナーになってみたいと
の回答が多くあった。
一箱本棚の設置には
期待ができる。

②シェア本棚（一箱本棚）のオーナー



今後は、関係者の協力のもと、まちライブ
ラリーの「核店舗」としての可能性を探る。
実証実験を通して、商店街のサービス改善
に寄与したい。

今年度は取り組めなかったが、商店街で
本を貸出することによって、地域の書店に
影響を及ぼし、小規模な書店が苦戦する可
能性もある。また、品揃えによっては書店
や図書館に影響を与えることも考えられる
ため、この点も調査したい。



調査研究の成果

以下の2点について実証実験として取り組み、
富山県内はもとより、

県外でも事例発表を予定している。

実証実験 場所 内容

①シェア本棚 める・びる
学校図書館との共催

オーナーの募集

②まちライブラリー 空き店舗
ボランティアの募集

図書資料の準備



小矢部市の恒例行事であった「火牛まつ
り」は34年の歴史に幕を下ろした。まちの
にぎわいづくりは継続力、すなわち若者の
やる気と参加が必要である。

シェア本棚の取り組みは中学生にも可能
である。実際に石動高校と大谷中学校の
学校司書に問い合わせてみたところ、学
校図書館での取り組みに対して了承いた
だいている。もちろん短期大学生も取り組
み可能である。


